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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。
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今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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今年も多くの人が新たに洗礼を受けられま
した。洗礼式に参加して、私も 2年前に洗
礼を受けた時のことを懐かしく思いまし
た。洗礼を受けるかどうか迷っていた時に
はいろんな人に背中を押してもらい、今は
あの時洗礼を受けることが出来て良かった
と思っています。まだ古い自分が出てきて
しまう時もありますが、私もまたここから
気持ちを新たに頑張りたいと思います。
今年洗礼を受けられた皆さん、新しい自分
に生まれ変わって歩んでいく道に沢山の祝
福があるようお祈りしています。

「あなたがたがわたしを選んだのではあり
ません。わたしがあなたがたを選び、あな
たがたを任命したのです。それは、あなた
がたが行って実を結び、そのあなたがたの
実が残るためであり、また、あなたがたが
わたしの名によって父に求めるものは何で
も、父があなたがたにお与えになるためで
す」（ヨハネ 15･16）

 詩 130～ 136　水133金135

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
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まとめ

　ダビデは自分の生きる道がどうあるべきかに向
いていました。問題が起きた時、人に頼りたくな
りますが、人に頼らないと決断するのです。ダビ
デは「神は、一度告げられた。二度、私はそれを
聞いた。」（詩篇 62：11）と言っています。これ
はダビデがもう一度自分に言い聞かせているとい
うことです。確信とは二度三度と自分に聞かすこ
となのです。私たちは象使いであって象ではあり
ません。だからこそ自分に命令するのです。人は
たましいの管理者です。ダビデは自分のたましい
をコントロールする為に詩篇を作り賛美したので
す。そのようにあなたにとって大切な礼拝を神様
に捧げることが大切なのです。
　礼拝できないように私たちを神様から離すもの
は「怒り」です。聖書では怒ったままでいてはい
けないと伝えています。だからこそ怒りを捨て、
主に信頼し、神様が成し遂げてくれると確信を持
つことが大切です。そして神様の前に静まって耐
え忍んで待つのです。これが私たちが地を受け継
ぐプロセスなのです。
　ダビデは置かれた場所で神様に忠実に生きよう
としました。神様はそれぞれに必要な助けを与え、
相手も自分もその周りも整えてくれます。神様が
今あなたにせよと言われてることをすることが、
あなたの願いに近づく一番の道です。だからこそ
いつも神様の前に出て行き、自分に言い聞かせ確
信していきましょう。
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今回も通読箇所の概要を説明いたします。130 篇は 7
つの悔い改めの詩篇（6，32，38，51，102，130，
143 篇）の 1 つとなっています。131 篇は神の民イス
ラエルに求められていることは、信仰から来る謙虚さ
であり、母親の前でその言葉に耳を傾け、聞き従う乳
離れの幼子のような無欲で従順な信頼関係こそ、現実
の困難の中で平安を保つ秘訣がかかれています。132
篇は 1 - 10 節と 11 - 18 節の 2 つに区分出来ます。捕
囚からの帰還、神殿の再建に伴うイスラエルの復興を、
ダビデ契約との関連で歌っています。133 篇はダビデ
王国の統一状態の喜びと捕囚以後のエルサレム住民の
礼拝を通しての結合を喜び祝う歌となっています。
134 篇は都上りの最後の詩篇です。巡礼者たちは神殿
の祭司やレビ人に別れのあいさつを送り（1、2）、祭
司がそれに応える（3）という構造となっています。
135 篇は 134 篇を展開したものと言うことが出きま
す。主を賛美せよとの呼びかけで始まり、創造と救済
（選び）の恵みを告白し、神の民イスラエルにゆだね
られた世界の祝福の基礎としての務めを自覚させる詩
篇なっています。136 篇は礼拝用の交誦歌で、「その
恵みはとこしえまで」という後半部分が繰り返しに
なっている。神の自然支配とイスラエルに対する救い
のわざが告白されています。
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２９日　日名幹雄
３０日　早瀬敏郎
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ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

日　名ﾌｧﾐﾘｰ

芋　煮　会

みんなで　

　あなたは誰に似ていますか？誰に似るかは大
切なことです。私たちは良いものは受け継ぎ、
今までの染み付いた価値観やふさわしくないも
のを捨てて、少しずつ正しいベストな道へと変
えようとしているのです。
　ダビデはひとりであるということにいつも心
を向けていきました。日本の教育は集団を重ん
じて、ひとりであるということを良しとはしな
い教育です。共生社会の中で秩序を重んじて、
人様に迷惑をかけないよう恥をかかぬようにと、
問題に気づいても心の中に沈めておく社会です。
しかし、聖書は自分が目にしたその問題とどう
向き合うかを伝えています。
　今日のメッセージは、ダビデの生き方を通し
て「詩篇に生きる」ということです。ダビデは
国家権力全体が彼に向かってくる何十年間にも
続く苦難の中で、自分の人生を神様に向けよう
とした戦いの人生です。ダビデという名前は「神
様に愛された人」という意味ですが、ダビデは
人の妻を取りその夫を殺し、神がしてはならな
いということを沢山しました。しかしそんなダ
ビデですが神に愛されたのです。神様はすべて
の人を愛しておられますが、ダビデにしたよう
にその愛に「恵み」を施されます。それは、ダ
ビデのようにどんな状況の中でも「立って神を
待ち望む」ということにつきるのです。
　人は人に話すことで結論づけていきますが、
そこに解決はありません。ダビデの方法はまず
神様に話すのです。そして次に神はどうなのか、
次に自分はどうするか。私たちがしなければい
けないのはこのダビデの方法です。神様の前に
降ろしたら、黙って待つのです。この黙るとい
うことが contemplation であり、聴こうとする
姿なのです。

　　　① 主の前に
　ダビデがしていたことは、①神の前に出て行
き、②人生の確信を得て、③礼拝者となっていた
のです。朝起きて、何かをする前に、まず神様
の前に出ることが大切です。何事も神様の前に
行き、祈ってから始めましょう。
　　　② 人生の確信を
　
　そして確信を得てください。あなたがしよう
としていることを主に委ねる行為です。「私のた
ましいは黙って、ただ（アク）神を待ち望む。」（詩
篇 62：1）とあります。アクとはヘブル語で「ま
ことに、ただ、確信」という意味があります。
ダビデは何度もここでこのアクという言葉を使
い、自分に言い聞かせている（確信させている）
のです。『あなたがたが、これらのわたしの兄弟
たち、しかも最も小さい者たちのひとりにした
のは、わたしにしたのです。』（マタイ 25：40）
あなたは何かをする時、この御言葉のように神
様にしていると確信して行っていますか？ダビ
デは失敗も沢山しましたが、神様の前に確信し
て行っていたからこそ、後の世代も祝福され「あ
なたの父ダビデに免じて」と言われたのです。
私たちも蒔かない種を刈り取っています。そし
て、今種を蒔いているということを確信してく

ださい。あなたが種を蒔くと、実を結びその実
が残り次の人がそれを刈り取るようになるので
す。だからこそ神様の前に出て、「私は負けない。
神様によって守られるんだ」と確信することが
必要なのです
　　③ 礼拝者に【感謝の賛美】
　
　この詩篇では「私の救いは神から来る。」とい
う確信と現実の問の 2 つが書かれています。ダ
ビデは自分の部下だった兵士たちも息子に従い、
王国が分断していくような状況の中、それでも
神様に訴え祈りました。望み（信じる、信頼す
る心）とは「綱」という意味です。もし車が動
かなくなったら、綱はひっぱってくれる車に結
ばれているからこそ意味があるのです。神様に
繋がろうとする行為は希望を持つということで
す。決して大丈夫ではない状況の中で、それで
も神様の前に出て、自分の心を神様に向け自分
の心の向きを変えようとする行為、それは礼拝
です。礼拝はあなたが幸せになる最大の秘訣な
のです。
　日銀の速水総裁は戦前家族が救われ、戦後彼
も神様に出会いとても熱心なクリスチャンでし
た。彼はどんな状況の中でも、生涯一度も礼拝
を欠かしたことはありません。そしていつも神
様の前に祈っていました。
・主、我とともにいませり
・主、我を愛す
・主、我を知りたもう
　速水総裁はこの 3 つを確信して、神の前に何
も隠さず徹して行っていました。だからこそあ
れだけの仕事をいつも行えていたのです

「詩篇に生きる」
～主により頼む人生!!～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詩篇62：1～12

22 23 24 25 26 27 28
ぼやき会15：0000 ~ 早天祈祷会6：0000 ~

県北祈祷会
in　あぐり

20：0000 ~
早天祈祷会6：0000 ~ ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ15：0000 ~

ｺﾞｽﾍﾟﾙ16：3033 ~

佐々木結心朗 西嵜孝之 藤原柑奈

28282727262625252424232322

聖書の学び

特別礼拝
滝元　開師


